
いじめ防止に関する指導全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

各学年 

１
年 

・人の嫌がることを知る。 

・人の嫌がることはしないようにする。 

２
年 

・人の嫌がることを知り、しないようにする。 

・人の嫌がることはいじめにつながることであることを理

解する。 

３
年 

・いじめは人として決して許されない行為であることを理

解する。 

・いじめを目にした場合は、すぐに先生に言う。 

４
年 

・いじめは人として決して許されない行為であることを認

識する。 

・いじめを目にした場合は、やめるよう働きかける。 

５
年 

・いじめは人として許されない行為であることを認識し、

日々の生活で実践する。 

・いじめの加害者にやめるよう働きかけ、傍観者にならな

いようにする。 

６
年 

・いじめは人として許されない行為であることを認識し、

日々の生活で実践する。 

・いじめの加害者にやめるよう働きかけ、傍観者にならな

いようにし、被害児童をいたわれるようにする。 

学校教育の目標 

○自分を大切にし、思いやりの心をもとう 

○夢や目標をもち、たえず学び続けよう 

○心と体を鍛え、爽やかな感動を生もう 

いじめ防止に関する法令等 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学習指導要領 

・いじめ防止対策推進法 

・東京都いじめ防止条例 

・東京都いじめ防止基本方針 

・小笠原村いじめ防止基本方針 

・小笠原小学校いじめ防止基本方針 

等 
いじめ防止に関する教育の重点目標 

・児童の生活態度・意識を向上させるとともに、適切な人権意識を身に付けさせ、いじめの未然防止を図る。 

・児童の心の変化をいち早く捉え、いじめの早期発見・早期対応に努め、人間関係の修復・改善を図る。 

目指す児童像 

・いじめは人として決して許されない行為であることを理解・意識して行動できる子 

・自分を大切にして、思いやりの心をもち、相手の気持ちを考えて行動できる子 

いじめに対する指導を通して育てたい資質・能力 

・日頃から、いじめは絶対にしてはいけないことであると理解し、思いやりの心をもって友達と接する態度を身に付けさせる。 

・いらいらした気持ちなどをコントロールできるような力を育成させる。 

・いじめを目にした時には、加害の子供にいじめをやめるように働きかけ、被害の子供をいたわり、励ます行動がとれる。 

特 

別 

活 

動 

学級活動 

○集団として望ましい人間関係を構築する。 

児童会活動 

○代表委員会により行われる「いじめを見て見ぬふ

りをしない」ことを意識し実践する取組を支援。 

学校行事 

○異学年交流を通じて、発達段階に応じたコミュニ

ケーションを取れるようにする。 

 

道 徳 

○友達と仲良くし、助け合う。（低学年） 

○友達と互いに理解し、信頼し、助け合う。（中学年） 

○互いに信頼し、学び合って友情を深め、誰とでも仲よ

く協力し助け合う。（高学年） 

 

教職員の研修  家庭・地域社会との連携  異校種間の連携 

いじめ防止基本方針を受けて 

○ふれあい月間・校内研修を計画実施 

１．いじめ防止基本方針に関する研修 

２．いじめに関する道徳授業公開研修 

３．SC を含めた児童理解研修 

 ○学校便りや保護者会を積極的に

活用し、日頃から学校いじめ防止

基本方針等について保護者の理

解・啓発に努める。 

○学校サポートチームによる協議

会を適宜開催する。 

 ○保小中高との連携を通して、教職員が

相互に児童・生徒の実態や指導のあり

方について理解を深める。 

○PTA 行事（ノロ落とし、ブイ・フロー

ト撤去、もちつき）で異学年交流を行

う。 

 

児童の実態 

・幼少期からの人間関係が形成されている。 

・学年をまたいで仲良く遊べる反面、力関係が表

面化する傾向がある。 

教師の思い 

・誰もが気軽に相談できる環境づくりを行う。 

・異学年同士でも仲良く遊べる。 

地域住民の願い 

・地域で仲良く遊べる友人関係の構築 

・地域で児童を見守り、育てたい。 


